
項目別 総合

1 3.0 3.0
○

2 2.9 3.0

3 3.0 3.0
○

4 3.2 3.5

5 3.2 3.0
○

6 3.0 3.0

7 3.0 3.5
○

8 3.2 3.0

9 2.5 2.5

10 3.0 3.3

〇

11 3.0 3.0

12 3.1 3.0

13 3.0 3.0

〇

14 2.7 3.0

15 3.0 3.3
〇

16 2.5 3.0

17 3.2 3.3
〇

18 3.2 3.8

19 3.0 3.5

〇 　運動会や参観日は感染症拡大防止のため時間や人数
を制限しながら実施した。地域の方々や園児との交流
活動などは年間を通して実施できなかった。

20 2.8 3.5
〇

21 2.6 3.0

22

情
報
公
開

3.1 3.3 3.5
〇 　ホームページや学校だより、PTA新聞等で、情報を

積極的に発信し、学校への理解を深める一助となるよ
うにしたい。

23 3.3 3.5
〇

24 2.9 3.0

25 3.2 3.0

〇 　下校の仕方について、地域の方から注意の連絡を受
けることがあった。連絡を受けた後は、現場を見た
り、児童の状況を確認したりして、安全な登下校につ
いて指導を行った。

26 3.0 3.8

〇 　掲示物を定期的に入れ替え、児童の学習の様子が分
かる掲示を心がけた。また、手本となる作品について
は、ミニギャラリー（校長室前）に展示し、多くの人
が見られるように工夫している。

27 3.0 3.3

〇 　異学年での清掃活動（縦割り清掃）により、児童相
互に教え合いながら清掃を行うことで環境美化への意
識を高めることができた。また、施設・設備の点検・
補修を毎月行い、安全に生活できるよう環境整備を行
うことができた。

〇
〇
　
〇
〇
〇

学校評議員
コメント

　土々呂の町の中で会った時に、よく声をかけてくれたり、あいさつをしてくれたりする。こちらの気持ちが温かくなる。
　コロナ禍での活動なのでどうしても制約を受け、思い通りにいかなかったことがたくさんあったと思う。ホームページで日頃の子どもた
ちの様子をもう少し発信してもらえるとよい。
　学校のことを地域のみなさんにもっと知ってもらうために、各地区の回覧版の中に学校だよりをはさんでもらってはどうだろうか。
　コロナ禍の大変な時期であるが、保健衛生指導について、先生方の協力や働きで子どもたちの意識化につながっている。
　広い敷地であるが、きちんと整備されている。運動会前など、時間外に黙々と草刈り作業をする姿を見る時があり、頭が下がる。学校周
辺の落ち葉が気になる時がある。
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反省及び改善点

　あいさつについては、立番の方々からは、よいとの
評価がある一方、職員からは、進んであいさつを行う
姿勢がもう一息との評価がある。運営委員会が中心と
なって取り組んでいる「あいさつ運動」を充実させる
などして、あいさつへの意識を高めさせたい。
　どの職員も誠実に仕事に取り組み、職員間で協力し
合う関係も育まれている。また、保護者との連絡を密
にとって、児童の様子について確認を行ってきた。特
に、感染症の影響で、保護者と直接会う場が制限され
ているので、電話による連絡の場を大切にしてきた。

　PTA活動は、1学期は休止状態であったが、2学期か
ら活動を再開できた部もあった。バザーが中止になっ
たのでバザー部は他の部と合同で活動するなど、工夫
しながらできる範囲で活動を進めた。

　地震・津波の際により素早く高い所へ避難できるよ
うに、避難訓練では、運動場西側斜面の避難階段から
避難するなど、新たな避難ルートによる訓練を行っ
た。肢体不自由児の避難の仕方や避難後生活のための
備蓄品をどうするかなどの課題が残っている。
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保健衛生に努めるとともに、発達段階に応じた保健指
導や性教育が展開できている。

児童の体力向上を図り、自己の記録に挑戦した実践を
取り入れている。

児童の安全意識を高め、事故防止に努めようとする態
度の育成を図れている。

いじめや不登校について、適切な児童理解に努めるこ
とができている。

人権・同和教育が推進され、人権尊重のための教育活
動が展開されている。

職員と児童・保護者が共通理解のもとに、一貫した生
徒指導及び生活指導を進めることができている。

配布資料やホームページ等で、学校や子どもたちの様
子や学校の方針を積極的に発信している。

幼保小中の連携が図られた教育活動が、系統的に実践
されているか。

PTAや保護者、地域や関係機関の連携・交流が図られて
いる。

学校行事等に、地域住民や保護者が参観しやすいよう
に工夫している。
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　生活リズムが整わずに遅刻しがちな児童や校外での
過ごし方に問題がある児童等には、随時保護者に連絡
をしたり、面談を行ったりして改善をお願いしてき
た。今後も、家庭と連携して継続して指導していく必
要がある。

　いじめ・不登校については、深刻な事案は年間を通
して発生しなかった。ただ、友達間のトラブル等は
日々起こっているので、今後も職員間で情報を共有
し、早期発見・初期対応を確実に行っていきたい。

　感染症予防として、マスク着用や手洗い等、児童自
身気をつけて生活をしている。また、接触の場を制限
するなどの指導に対しても、理解して実践を行ってい
る様子が伺われる。

　コロナ禍の中、地域素材・人材の活用を積極的に進
めたり、地域との交流の場を十分に設定したりするこ
とができなかった。今後も状況を見ながら、可能な範
囲での人材活用や交流の場を設定していきたい。

　 読書活動では、学期ごとに多読賞の表彰を行うな
どして、意欲を高めさせてきたが、図書館の貸出冊数
には、学年差、個人差が大きい。読書意欲を高めるた
めに、読書の時間を確保するなど、本に親しむ機会を
増やす工夫をしていきたい。

　 昨年度に引き続き、主題研究では読解力育成を目
指して、授業改善に取り組んできた。全体的に学習意
欲の高まりは見られたものの、読みとりの力は十分に
身についているとは言えず、今後も継続的な指導が必
要である。次年度は、ICTの活用を進めながら、読解
力・表現力の向上を目指していきたい。

児童が自主的に学校生活をより良くしようとする活動
の場が、位置付けられている。

児童の学ぶ意欲を高めるために研修等を充実させ、
「できる・分かる授業づくり」に向けた授業改善がで
きている。

学校の教育活動全体を通して、地域素材・人材が積極
的に活用されている。

食育を通して、児童の食に対する興味・関心を高める
ことができている。

評価項目

個に応じた指導や能力に応じた指導の充実に努め、保
護者の要望を踏まえた特別支援教育を充実することが
できている。

学習の基礎・基本の定着を図るための教育活動が展開
できている。

学習規律の徹底を図られている。

清掃･整理整頓が行き届いており、明るく清潔な環境の
中で教育ができている。

学校内の掲示物を工夫するなど、児童の学習環境が整
えられている。

コンプライアンスの徹底を図り、関係者の期待に応え
るような取組がなされている。

地域や保護者と連携しながら、登下校時の児童の安全
を確保する対策を講じている。

防災訓練をはじめ、非常災害時の対策を講じている。

職員は、本校に来校した地域住民や保護者に明るく丁
寧に対応している。

職員は、お互いに協力し合い、明るい職場づくりに参
画できている。

子どもたちは、学校内外であいさつがしっかりできて
いる。

子どもたちは、毎日楽しそうに学校に通っている。

読書活動の推進を図り、読書に親しむことができてい
る。


